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自己選択、自己決定の話が特に印象に

残りました。また、選択肢の中に「や

らない、しない」というものも入れる

という点も印象的でした。子どもたち

と対話し、子どもたちが相談すればい

いんだと感じられるような支援をして

いきたいです。 

事例をたくさん挙げていただき、具体的

で大変勉強になりました。子どものプラ

ス面に目を向けてそれを伸ばしていくこ

とが大切だと学びました。 

『発達障害の子どもの「できる」を増やす提案・交渉型アプローチ ―叱らないけど譲らない支援―』 

 武田 哲郎先生 著 

本書は「叱らないが譲らない」提案・交渉型アプローチについて理論的に解説されています。また、活用例がたく

さん紹介されています。障害による学習上または生活上の困難があり、二次的に心身症や行動上の問題、適応の問

題を抱える子どもたちの事例を挙げて、学校などの現場でかかわっている人がそれぞれ具体的に論じています。子

どもたちの療育、教育にかかわる多くの方にぜひ読んでいただきたい 1冊です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度第 2回目となる中河内ブロック研修会をリアルタイム配信とオンデマンド配信で行いました。 
東大阪市・八尾市・柏原市の学校園、支援学校、私立学校園の先生方にご参加いただきました。リア

ルタイム配信７６名・オンデマンド配信２０４名の計２８０名の先生方にご参加いただきました。参加してい
ただいた先生方、ありがとうございました。 
今年度は和歌山大学大学院の武田鉄郎教授をお招きし、「叱らないけど譲らない提案・交渉型アプロ

ーチの効用―発達障害のある子どもの『自尊感情』をいかに高めていくかー」というテーマでご講演い
ただきました。講演では、子どもの主体性や自主性を重んじ、同時にその子どもに寄り添う状態で子ども
が「選択」できる状態を設定し、指導・支援する方法についてお話していただきました。映像や具体的な
事例を交えながら分かりやすくご講演していただき、子どもの自尊感情を育て可能性を広げる支援の方
法について学ぶことができました。 

参加者の感想 

次の日から即実践できました。 

叱らないけど譲らない提案、交渉、選択

で子ども自身に気づき、達成感、自信が

つき、教師の心にもゆとりを持てると実

感しました。 

寄り添うけれど言いなりになるのでは

なく、主導権を握ることも大切だと改

めて感じました。これから支援してい

く上で自分の軸となるような話を聞け

たと思います。 



☆アンケートの質問に武田先生から回答をいただきましたので紹介します。（一部抜粋） 

Q：学校現場での考え方の違いについて。チームとして同じ見方で子どもに関われていないです。同じ見方で関わる 

チーム作りについてアドバイスいただきたいです。 

 

武田先生より：基本的には、子どもとの関係性が大きく影響してきます。Ａ先生はＡ先生なりに寄り添おうとして行った 

ことです。Ｂ先生はＢ先生で行ったことです。どちらも間違ったことはしていないかもしれません。しかし、子どもが自己 

選択・決定しているかどうか、いくつかのポイントの詳細が分からないのでこれ以上言及はしません。 

教員がチームで子どもを指導・支援していくときに、全員が同じ価値観、同じ指導・支援法で行うことは実際にはほと 

んどないものと思います。以下は、支援された意思決定、チームの構築についてです。参考になれば嬉しいです。 
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Q：嫌な授業を抜けがちの生徒に関してです。もし ASEBAを受けてその結果が正常値のみになったとすると、その 

子の行動はわがままになってしまうのでしょうか。 

 

武田先生より：嫌な授業を抜けがちの生徒に関してですが、私のコンサルテーションの経験から言うと、抜け出す授

業に対しては何らかのトラウマや分からないというなんとも言えない辛い経験が過去にあったことがほとんどです。わ

がままで授業を飛び出すというケースは見たことがありません。飛び出すには飛び出すだけの理由があります。行動

観察や過去のエピソードからその理由を探ってみたり、分からないことであれば本人が理解しているところから学習

をスタートさせたりしてみてください。 

 

 

Q:学校現場ではコンプライアンスの形式も必要かと思います。何事にも合意形成が必要なのでしょうか？例えば、朝 

の準備など身辺自立の場面では手取り足取り教えた後に、やるべきことやりますよという相手の指示に従う力も必要 

なのでは？と思います。相手の指示に従う力（決定権がない）と提案交渉アプローチ（決定権が子ども）の使う場面 

の線引きなどあれば教えていただきたいです。特に支援学校小学部だと、保護者から言うこと聞かなくて困ってる＝ 

主導権が子どもの状態が多いです。その時は先にコンプライアンス形成をすべきですか？ 

 

武田先生より：コンプライアンスとは「法令遵守」と訳すのが一般的ですが、コンプライアンスで守るべきものには法 

律以外にも、社会的規範やモラル、ルールなども含まれます。「社会的規範やモラル、ルールに従うことは確かに大切 

であり必要です。提案・交渉型アプローチを全ての行動に行うことはありません。 

提案・交渉型アプローチの定義は、子どもが「できない」「わからない」「認めてほしいけど・・」など立ち往生したとき

に行うことです。日々のルーティーンと、子どもが「できない」「わからない」「認めてほしいけど・・」など立ち往生した

ときと区別された方がよいかと思います。 

イニシアチブは、大人にあることが大切なことは講演の時もお話したと思いますが、選択決定は子ども自身が行いま

す。 

 

 

 



 

武田先生より、最終講義のご案内です。 

武田先生のお話を聞ける貴重な機会です！ 


